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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイナリーベクターで形質転換されているトランスジェニックダイズ植物又はその部分
であって、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　　前記植物に別の除草剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプチド
（ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、かつ
　前記トランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及び前記別の除草剤に対す
る抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６の除草
剤耐性特徴を含む、トランスジェニックダイズ植物又はその部分。
【請求項２】
　ゲノムに安定に組み込まれた配列番号９のポリヌクレオチドを含む、請求項１に記載の
トランスジェニックダイズ植物又はその部分。
【請求項３】
　種子、細胞、花粉、胚珠、花、新芽、根、又は葉である、請求項１又は２に記載のトラ
ンスジェニックダイズ植物部分。
【請求項４】
　種子である、請求項１～３のいずれか一項に記載のトランスジェニックダイズ植物部分
。
【請求項５】
　バイナリーベクターで形質転換されているトランスジェニックダイズ植物の種子であっ
て、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　　前記植物に別の除草剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプチド
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（ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、
　前記種子の一例が、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６として寄託されて
おり、かつ
　前記トランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及び前記別の除草剤に対す
る抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６の除草
剤耐性特徴を含む、種子。
【請求項６】
　前記ポリペプチド（ｉｉ）が、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ
、フェノキシオーキシン除草剤、ＰＰＯ除草剤、アリールオキシフェノキシプロピオン酸
除草剤、イミダゾリノン、スルホニル尿素、アメトリン、トリアジン除草剤及びメトリブ
ジンからなる群から選択される１種以上の除草剤に対する抵抗性又は耐性を植物に賦与す
ることができるポリペプチドである、請求項４又は５に記載のトランスジェニックダイズ
植物の種子。
【請求項７】
　前記ポリペプチド（ｉｉ）が、以下：グリホサート耐性５－エノール－ピルビルシキミ
酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）、グリホサートＮ－アセチルトランスフェラー
ゼ（ＧＡＴ）、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）、シトクロム
Ｐ４５０、グルタチオンＳ－トランスフェラーゼ（ＧＳＴ）、除草剤耐性アセチル－ＣＯ
Ａ－カルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）、除草剤耐性アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）、
除草剤耐性プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＯ）、ブロモキシニルニトリラ
ーゼ、除草剤耐性フィトエンデサチュラーゼ、アリールオキシアルカノエートジオキシゲ
ナーゼ、ホモゲンチジン酸ソラネシル転移酵素（ＨＳＴ）及びジカンバ分解酵素からなる
群から選択される、請求項６に記載のトランスジェニックダイズ植物の種子。
【請求項８】
　前記トランスジェニックダイズ植物が、以下：
　ａ．ＨＰＰＤ阻害剤とグルホシネート、
　ｂ．ＨＰＰＤ阻害剤とグリホサート、
　ｃ．ＨＰＰＤ阻害剤とジカンバ、
　ｄ．ＨＰＰＤ阻害剤と２，４－Ｄ、
　ｅ．ＨＰＰＤ阻害剤とＡＬＳ阻害剤、
　ｆ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、及びグルホシネート、
　ｇ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、及びジカンバ、
　ｈ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、及び２，４－Ｄ、
　ｉ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、及びＡＬＳ阻害剤、
　ｊ．ＨＰＰＤ阻害剤、グルホシネート、及び２，４－Ｄ、
　ｋ．ＨＰＰＤ阻害剤、グルホシネート、及びジカンバ、
　ｌ．ＨＰＰＤ阻害剤、グルホシネート、及びＡＬＳ阻害剤、
　ｍ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、及びジカンバ、
　ｎ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、及び２，４－Ｄ、
　ｏ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、及びＡＬＳ阻害剤
、
　ｐ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、及びＡＬＳ阻害剤、
　ｑ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｒ．ＨＰＰＤ阻害剤、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、及びＡ
ＬＳ阻害剤
からなる群から選択される除草剤の組合せに対する抵抗性を含み、
　前記ＨＰＰＤ阻害剤が、以下：イソキサフルトール、ビシクロピロン、メソトリオン、
スルコトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、ピラスルファトールを含む群から選択
される少なくとも１つのメンバーを含み、
　前記ＡＬＳ阻害剤が、プロスルフロン、プリミスルフロン、トリアスルフロン、ベンス
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ルフロン、ニコスルフロン、リムスルフロン、プリミスルフロン、チフェンスルフロン、
フォラムスルフロン、クロルスルフロン、ハロスルフロン、イマザキン、イマザピク、イ
マザピル、イマゼタピル、イマザモクス、ヨードスルフロン、メトスルフロン、メソスル
フロン、スルホスルフロン、トリフロキシスルフロン、トリベヌロンメチル、チアゾピル
、ジクロスラム、クロランスラム－メチル、フルカルバゾン、フルメトスラム、チエンカ
ルバゾン、クロリムロン－エチルを含む群から選択される少なくとも１つのメンバーを含
む、請求項７に記載のトランスジェニックダイズ植物の種子。
【請求項９】
　前記１種以上の除草剤が、グリホサート、イソキサフルトール、ＡＬＳ阻害剤、グルホ
シネート、２，４－Ｄ、アリールオキシフェノキシプロピオン酸及びジカンバからなる群
から選択される、請求項６に記載のトランスジェニックダイズ植物の種子。
【請求項１０】
　前記種子が、以下：
アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシム、ブ
トキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチオフェンカル
ブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオカルブ
、メトミル、メトールカルブ、オキサミル、ピリミカルブ、プロポキスル、チオジカルブ
、チオファノクス、トリアザマート、トリメタカルブ、ＸＭＣ、キシリルカルブ；アセフ
ェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジンホス－メチル、カズサホス、クロレ
トキシホス、クロルフェビンホス、クロルメホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メ
チル、クマホス、シアノホス、デメトン－Ｓ－メチル、ジアジノン、ジクロルボス／ＤＤ
ＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、ジスルホトン、ＥＰＮ、エチオ
ン、エトプロホス、ファムフール、ファナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホ
スチアゼート、ヘプテノホス、イミシアホス、イソフェンホス、イソプロピルＯ－（メト
キシアミノチオ－ホスホリル）サリチル酸塩、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム
、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、
オキシデメトン－メチル、パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホレート
、ホサロン、ホスメト、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホ
ス、プロペタンホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、
スルホテプ、テブピリンホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメト
ン、トリアゾホス、トリクロルホン、バミドチオン、シクロジエンオルガノクロリン、ク
ロルダン、エンドスルファン；エチプロール、フィプロニル、アクリナトリン、アレトリ
ン、ｄ－シス－トランスアレトリン、ｄ－トランスアレトリン、ビフェントリン、ビオア
レトリン、ビオアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロ
トリン、シフルトリン、β－シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、γ－シハ
ロトリン、シペルメトリン、α－シペルメトリン、β－シペルメトリン、θ－シペルメト
リン、ζ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメト
リン、エンペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体）、エスフェンバレレート、エトフェ
ンプロクス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン
、τ－フルバリネート、ハルフェンプロクス、イミプロトリン、カデトリン、ペルメトリ
ン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）、プラレトリン、ピレトリン（ジョチュ
ウギク（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、テ
トラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体）］、トラロメトリン、トランスフルト
リン；ＤＤＴ；メトキシクロル、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、チアメトキサム；ニコチン、スピネトラ
ム、スピノサド、アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、レピメクチン、ミルベメクチ
ン、ヒドロプレン、キノプレン、メトプレン；フェノキシカルブ；ピリプロキシフェン、
クロロピクリン；フッ化スルフリル；ホウ砂；吐酒石、ピメトロジン；フロニカミド、ク
ロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、ジフロビダジン、エトキサゾール、バチルス・チュ
ーリンゲンシス亜種イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
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　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バチルス・スファエリクス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種アイザワイ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ａｉｚａｗ
ａｉ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルス・チューリン
ゲンシス亜種テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂ
ｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、ＢＴ穀物タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒ
ｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、
Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１、ジアフェンチウロン、アゾシクロチン、シヘキサチン、酸化フ
ェンブタスズ；プロパルギット、テトラジホン、クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、スルフル
ラミド、ベンスルタプ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、チオスルタップ－ナトリウム
、ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、トリフルムロン、ブプロフェジン、シロマジン、クロマフェノジド、ハ
ロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド、アミトラズ、ヒドラメチルノン；
アセキノシル；フルアクリピリム、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェ
ン、ピリダベン、テブフェンピラド、トルフェンピラド、ロテノン（デリス）、インドキ
サカルブ；メタフルミゾン、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト
、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、リン化亜鉛、シエノピラフェン
、クロラントラニリプロール、フルベンジアミド、アミドフルメト、アザジラクチン、ベ
ンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプロピレート、キノメチオナ
ート、氷晶石、シアントラニリプロール（Ｃｙａｚｙｐｙｒ）、シフルメトフェン、ジコ
フォール、ジフロビダジン、フルエンスルホン、フルフェネリム、フルフィプロール、フ
ルオピラム、フフェノジド、イミダクロチズ、イプロジオン、メペルフルトリン、ピリダ
リル、ピリフルキナゾン、テトラメチルフルトリン、ヨードメタン；バチルス・フィルム
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）をベースとする製品（限定されないが、株ＣＮＣ
Ｍ　Ｉ－１５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯ（商標）、ＢｉｏＮｅｍなど）；３－ブロモ－
Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピルエチル）カルバモイル］フ
ェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサ
ミド（国際公開第２００５／０７７９３４号パンフレットから公知である）、４－｛［（
６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（
５Ｈ）－オン（国際公開第ＷＯ２００７／１１５６４４号パンフレットから公知である）
、４－｛［（６－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）
アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレット
から公知である）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（
２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５
６４４号パンフレットから公知である）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メ
チル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７
／１１５６４４号パンフレットから公知である）、フルピラジフロン、４－｛［（６－ク
ロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ
）－オン（国際公開第２００７／１１５６４３号パンフレットから公知である）、
４－｛［（５，６－ジクロロピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミ
ノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４６号パンフレットから
公知である）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］－（
シクロプロピル）－アミノ｝－フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５
６４３号パンフレットから公知である）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メ
チル］－（シクロプロピル）－アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第
Ａ－０　５３９　５８８号明細書から公知である）、４－｛［（６－クロルピリジン－３
－イル）－メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第
Ａ－０　５３９　５８８号明細書から公知である）、｛［１－（６－クロロピリジン－３
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－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ4－スルファニリデン｝シアンアミド（国際公
開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公知である）並びにそのジアステレオマ
ー｛［（１Ｒ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－
λ4－スルファニリデン｝シアンアミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリ
ジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ4－スルファニリデン｝シアンアミド
（Ｂ）（これも、国際公開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公知である）、
さらには、スルホキサフロール及びそのジアステレオマー［（Ｒ）－メチル（オキシド）
｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－
スルファニリデン］シアンアミド（Ａ１）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）
－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファニ
リデン］シアンアミド（Ａ２）（ジアステレオマーＡ群と呼ばれる）（国際公開第２０１
０／０７４７４７号パンフレット、国際公開第２０１０／０７４７５１号パンフレットか
ら公知である）、［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロ
メチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファニリデン］シアンアミド（Ｂ１
）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピ
リジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファニリデン］シアンアミド（Ｂ２）（ジアス
テレオマーＢ群と呼ばれる）（これもまた、国際公開第２０１０／０７４７４７号パンフ
レット、国際公開第２０１０／０７４７５１号パンフレットから公知である）、
並びに１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－
ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデク－１１－エン－１０－オン（
国際公開第２００６／０８９６３３号パンフレットから公知である）、３－（４’－フル
オロ－２，４－ジメチルビフェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－ア
ザスピロ［４．５］デク－３－エン－２－オン（国際公開第２００８／０６７９１１号パ
ンフレットから公知である）、１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－
トリフルオルエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－５－アミン（国際公開第２００６／０４３６３５号パンフレ
ットから公知である）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シ
クロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチル－
１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，
１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］－ピラノ［４，３－ｂ］クロ
メン－４－イル］メチルシクロプロパンカルボキシレート（国際公開第２００８／０６６
１５３号パンフレットから公知である）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ
，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（国際公開第２００６／０５６４３３号パンフレ
ットから公知である）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼン
スルホンアミド（国際公開第２００６／１００２８８号パンフレットから公知である）、
２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼン-スルホンアミド（国際
公開第２００５／０３５４８６号パンフレットから公知である）、４－（ジフルオロメト
キシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン１，１－ジオ
キシド（国際公開第２００７／０５７４０７号パンフレットから公知である）、Ｎ－［１
－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５
－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（国際公開第２００８／１０４５０３号パ
ンフレットから公知である）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロプ
－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジン］－
１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（国際公開第２００３／
１０６４５７号パンフレットから公知である）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４
－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デク－３－エン－２－オ
ン（国際公開第２００９／０４９８５１号パンフレットから公知である）、３－（２，５
－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デ
ク－３－エン－４－イルエチル炭酸塩（国際公開第２００９／０４９８５１号パンフレッ
トから公知である）、４－（ブト－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジメチ
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ルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（国際公開第２００４／０９９１６
０号パンフレットから公知である）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオ
ロペンチル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（国際公開第２００
５／０６３０９４号パンフレットから公知である）、（２，２，３，３，４，４，５，５
－オクタフルオロペンチル）（３，３，４，４，４－ペンタフルオロ-ブチル）マロノニ
トリル（国際公開第２００５／０６３０９４号パンフレットから公知である）、８－［２
－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－３－［６－
（トリフルオロメチル）－ピリダジン－３－イル］－３－アザビシクロ［３．２．１］オ
クタン（国際公開第２００７／０４０２８０号パンフレットから公知である）、フロメト
キン、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０－２）（特開２０１
０－０１８５８６号公報から公知である）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－
５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－
２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際公開第２００
７／０７５４５９号パンフレットから公知である）、５－［５－（２－クロロピリジン－
４－イル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－
３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際
公開第２００７／０７５４５９号パンフレットから公知である）、４－［５－（３，５－
ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオ
ロエチル）アミノ］－エチル｝ベンズアミド（国際公開第２００５／０８５２１６号パン
フレットから公知である）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－（シ
クロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－ク
ロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）－アミノ｝－１，３－
オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］
（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロ
ピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）
－オン（すべて、国際公開第２０１０／００５６９２号パンフレットから公知である）、
ＮＮＩ－０７１１（国際公開第２００２／０９６８８２号パンフレットから公知である）
、１－アセチル－Ｎ－［４－（１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシ
プロパン－２－イル）－３－イソブチルフェニル］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（国際公開第２００２／０９６８８２号パン
フレットから公知である）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリ
ジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－
３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２００５
／０８５２１６号パンフレットから公知である）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝ア
ミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボキシレート
（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知である）、メチル２－［２
－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－
イル］カルボニル｝－アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒド
ラジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知で
ある）、メチル２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリ
ジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－ベンゾイル］
－１，２－ジエチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号
パンフレットから公知である）、メチル２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ
－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝
アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジン－カルボキシレート（国際公開第２００５
／０８５２１６号パンフレットから公知である）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）
－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－
７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（国際公開第
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２００７／１０１３６９号パンフレットから公知である）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１
，３，４－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロ
モ－１－（３－クロロ－ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド
（中国特許第１０２０５７９２５号明細書から公知である）、並びにメチル２－［３，５
－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル－１－メチルヒド
ラジンカルボキシレート（国際公開第２０１１／０４９２３３号パンフレットから公知で
ある）、アルジモルフ、アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコ
ナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール
－Ｍ、ドデモルフ、酢酸ドデモルフ、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェナリモ
ール、フェンブコナゾール、フェンヘキサミド、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、フルキンコナゾール、フルルプリミドール、フルシラゾール、フルトリアフォール、
フルコナゾール、フルコナゾール－シス、ヘキサコナゾール、イマザリル、硫酸イマザリ
ル、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ナフチフ
ィン、ヌアリモール、オキスポコナゾール、パクロブトラゾール、ペフラゾエート、ペン
コナゾール、ピペラリン、プロクロラズ、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、ピリ
ブチカルブ、ピリフェノクス、キンコナゾール、シメコナゾール、スピロキサミン、テブ
コナゾール、テルビナフィン、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、
トリデモルフ、トリフルミゾール、トリホリン、トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウ
ニコナゾール－ｐ、ビニコナゾール、ボリコナゾール、１－（４－クロロフェニル）－２
－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロへプタノール、メチル１－（２
，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール
－５－カルボキシレート、Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－
（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムア
ミド、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４
－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、Ｏ－［１－
（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］１Ｈ－イミダゾール
－１－カルボチオエート、ビキサフェン、ボスカリド、カルボキシン、ジフルメトリム、
フェンフラム、フルピラム、フルトラニル、フルキサピロキサド、フラメトピル、フルメ
シクロクス、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーラセミ体１ＲＳ、４ＳＲ、９ＲＳ及び抗エ
ピマーラセミ体１ＲＳ、４ＳＲ、９ＳＲの混合物）、イソピラザム（抗エピマーラセミ体
１ＲＳ、４ＳＲ、９ＳＲ）、イソピラザム（抗エピマー鏡像体１Ｒ、４Ｓ、９Ｓ）、イソ
ピラザム（抗エピマー鏡像体１Ｓ、４Ｒ、９Ｒ）、イソピラザム（ｓｙｎエピマーラセミ
体１ＲＳ、４ＳＲ、９ＲＳ）、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマー鏡像体１Ｒ、４Ｓ，９Ｒ
）、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマー鏡像体１Ｓ、４Ｒ、９Ｓ）、メプロニル、オキシカ
ルボキシン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、チフルザミド、１－メチル
－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２
－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－
メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［
４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリ
ン－４－アミン、Ｎ－［９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１
，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－
１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［（１Ｒ，４
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Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフ
タレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、アメトクラジン、アミスルブロム、アゾキシストロビン、シアゾファミ
ド、クメトキシストロビン、クモキシストロビン、ジモキシストロビン、エネストロブリ
ン、ファモキサドン、フェナミドン、フェノキシストロビン、フルオキサストロビン、ク
レソキシム－メチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、
ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ピリベンカルブ、ト
リクロピリカルブ、トリフロキシストロビン、（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロ
ロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）
－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ
）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェ
ニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド、（２Ｅ）－２－
（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロ
メチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２Ｅ）－２
－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニ
ル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メト
キシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）
－４－（２，６－ジクロロフェニル）ブト－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）
メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、２－クロロ－
Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジ
ン－３－カルボキサミド、５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェ
ニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、メチル（２Ｅ
）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スル
ファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロプ－２－エノエート、Ｎ－（３－エチ
ル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキ
シベンズアミド、２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２
－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェ
ノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、ベノミル、
カルベンダジム、クロルフェナゾール、ジエトフェンカルブ、エタボキサム、フルオピコ
リド、フベリダゾール、ペンシクロン、チアベンダゾール、チオファネートメチル、チオ
ファネート、ゾキサミド、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－
（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン、３－クロロ－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４
，６－トリフルオロフェニル）ピリダジン、ボルドー液、キャプタホール、キャプタン、
クロロタロニル、水酸化銅、ナフテン酸銅、酸化第一銅、塩基性塩化銅、硫酸銅（ＩＩ）
、ジクロフルアニド、ジチアノン、ドジン、ドジンフリーベース、フェルバム、フルオロ
フォルペット、フォルペット、グアザチン、酢酸グアザチン、イミノクタジン、イミノク
タジンアルベシル酸塩、イミノクタジン三酢酸塩、マンカッパー、マンコゼブ、マネブ、
メチラム、メチラム亜鉛、オキシン銅、プロパミジン、プロピネブ、イオウ、多硫化カル
シウムを含むイオウ製剤、チラム、トリルフルアニド、ジネブ、ジラム、アシベンゾラル
Ｓメチル、イソチアニル、プロベナゾール、チアジニル、アンドプリム、ブラスチシジン
－Ｓ、シプロジニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、メパニピリム、ピ
リメタニル、３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイ
ソキノリン－１－イル）キノリン、酢酸フェンチン、塩化フェンチン、水酸化フェンチン
、シルチオファム、ベンチアバリカルブ、ジメトモルフ、フルモルフ、イプロバリカルブ
、マンジプロパミド、ポリオキシン、ポリオキソリム、バリダマイシンＡ、バリフェナレ
ート、ビフェニル、クロロネブ、ジクロラン、エジフェンホス、エトリジアゾール、ヨー
ドカルブ、イプロベンホス、イソプロチオラン、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩
、プロチオカルブ、ピラゾホス、キントゼン、テクナゼントルクロホス－メチル、カルプ
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ロパミド、ジクロシメト、フェノキサニル、フタリド、ピロキロン、トリシクラゾール、
２，２，２－トリフルオロエチル｛３－メチル－１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ
］ブタン－２－イル｝カルバメート、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）
、ブピリメート、クロジラコン、ジメチリモール、エチリモール、フララキシル、ヒメキ
サゾール、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オフラセ、オキサジキ
シル、オキソリン酸、クロゾリネート、フェンピクロニル、フルジオキソニル、イプロジ
オン、プロシミドン、キノキシフェン、ビンクロゾリル、ビナパクリル、ジノカップ、フ
ェリムゾン、フルアジナム、メプチルジノカップ、ベンチアゾール、ベトキサジン、カプ
シマイシン、カルボン、チノメチオナト、ピリオフェノン（クラザフェノン）、クフラネ
ブ、シフルフェナミド、シモキサニル、シプロスルファミド、ダゾメト、デバカルブ、ジ
クロロフェン、ジクロメジン、ジフェンゾコート、メチル硫酸ジフェンゾコート、ジフェ
ニルアミン、エコメート、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオロイミド、フルスル
ファミド、フルチアニル、ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセチル－
ナトリウム、ヘキサクロロベンゼン、イルママイシン、メタスルホカルブ、メチルイソチ
オシアネート、メトラフェノン、ミルジオマイシン、ナタマイシン、ニッケルジメチルジ
チオカルバメート、ニトロタール－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ、オキ
シフェンチン、ペンタクロロフェノール及びその塩、フェノトリン、リン酸及びその塩、
プロパモカルブ－ホセチレート、プロパノシン－ナトリウム、プロキナジド、ピリモルフ
、（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－
イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン、（２Ｚ）－３－（
４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モル
ホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン、ピロールニトリン、テブフロキン、テ
クロフタラム、トルニファニド、トリアゾキシド、トリクラミド、ザリラミド、（３Ｓ，
６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ
］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジ
オキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル２－メチルプロパノエート、１－（４－｛４－
［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、
１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ
－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１
－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イ
ル］エタノン、１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒ
ドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン
－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］エタノン、１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イ
ル１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（
メチルスルホニル）ピリジン、２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリ
ミジン－４（３Ｈ）－オン、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，
３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－
｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［
（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェ
ニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２
－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－
４Ｈ－クロメン－４－オン、２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ



(10) JP 2020-54343 A5 2020.8.13

－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、
２－フェニルフェノール及びその塩、３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチ
ル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、３，４，５－トリクロロピリ
ジン－２，６－ジカルボニトリル、３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチ
ル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、３－クロロ－５－（４－クロロフェ
ニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、４－（４－クロ
ロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、５
－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、５－クロロ－Ｎ’－フェニル－
Ｎ’－（プロプ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、５－フル
オロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－フルオロ
－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－メチル－６－オ
クチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、エチル（２Ｚ
）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロプ－２－エノエート、Ｎ’－（４－｛［
３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，
５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－（４－クロ
ロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニ
ル］プロパンアミド、Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メ
トキシ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、
Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリ
ジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）
エチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－
３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カ
ルボキサミド、Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオ
ロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ
－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２
，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ’－｛４－［（３
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロ
ロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－メチル－
２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン
－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピ
ペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１
－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリ
ジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イ
ル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、ペンチル｛６－［（｛［（１－メチル
－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］
ピリジン－２－イル｝カルバメート、フェナジン－１－カルボン酸、キノリン－８－オル
、キノリン－８－オル硫酸塩（２：１）、ｔｅｒｔ－ブチル｛６－［（｛［（１－メチル
－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピ
リジン－２－イル｝カルバメート、１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２
’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニ
ル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチ
ル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，５
’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［
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４’－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン
－１－イル）ビフェニル－２－イル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロ
ロ－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３
－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－
１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－
イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミ
ド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニ
ル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル
－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－
５－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－
１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジフ
ルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）
ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フ
ルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニ
ル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロ
ロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピ
リジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、Ｎ－
［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－イン－１－イル］オキシ｝－
３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド、４－オキ
ソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、ブト－３－イン－１－イル｛６－
［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン
］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート
を含む一覧から選択される化学物質で処理される、請求項４～９のいずれか一項に記載の
トランスジェニックダイズ植物の種子。
【請求項１１】
　請求項４～９のいずれか一項に記載の種子から栽培するトランスジェニックダイズ植物
の圃場での雑草抑制を目的とする、請求項１０に記載の化学物質のいずれかの使用。
【請求項１２】
　請求項４～９のいずれか一項に記載の種子から栽培するトランスジェニックダイズ植物
の圃場に、少なくとも２種の除草剤の組合せを適用することを含む、雑草抑制の方法であ
って、前記少なくとも２種の除草剤の組合せが、以下：
　ａ．メソトリオン、グルホシネート、
　ｂ．メソトリオン、グリホサート、
　ｃ．メソトリオン、グリホサート、グルホシネート、
　ｄ．メソトリオン、グリホサート、ジカンバ、
　ｅ．メソトリオン、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｆ．メソトリオン、グルホシネート、グルホシネート、
　ｇ．メソトリオン、グルホシネート、ジカンバ、
　ｈ．メソトリオン、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｉ．メソトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｊ．メソトリオン、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
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　ｋ．メソトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｌ．スルコトリオン、グルホシネート、
　ｍ．スルコトリオン、グリホサート、
　ｎ．スルコトリオン、グリホサート、グルホシネート、
　ｏ．スルコトリオン、グリホサート、ジカンバ、
　ｐ．スルコトリオン、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｑ．スルコトリオン、グルホシネート、グルホシネート、
　ｒ．スルコトリオン、グルホシネート、ジカンバ、
　ｓ．スルコトリオン、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｔ．スルコトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｕ．スルコトリオン、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｖ．スルコトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｗ．ビシクロピロン、グルホシネート、
　ｘ．ビシクロピロン、グリホサート、
　ｙ．ビシクロピロン、グリホサート、グルホシネート、
　ｚ．ビシクロピロン、グリホサート、ジカンバ、
　ａａ．ビシクロピロン、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｂｂ．ビシクロピロン、グルホシネート、グルホシネート、
　ｃｃ．ビシクロピロン、グルホシネート、ジカンバ、
　ｄｄ．ビシクロピロン、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｅｅ．ビシクロピロン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｆｆ．ビシクロピロン、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｇｇ．ビシクロピロン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｈｈ．イソキサフルトール、グルホシネート、
　ｉｉ．イソキサフルトール、グリホサート、
　ｊｊ．イソキサフルトール、グリホサート、グルホシネート、
　ｋｋ．イソキサフルトール、グリホサート、ジカンバ、
　ｌｌ．イソキサフルトール、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｍｍ．イソキサフルトール、グルホシネート、グルホシネート、
　ｎｎ．イソキサフルトール、グルホシネート、ジカンバ、
　ｏｏ．イソキサフルトール、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｐｐ．イソキサフルトール、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｑｑ．イソキサフルトール、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｒｒ．イソキサフルトール、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｓｓ．テンボトリオン、グルホシネート、
　ｔｔ．テンボトリオン、グリホサート、
　ｕｕ．テンボトリオン、グリホサート、グルホシネート、
　ｖｖ．テンボトリオン、グリホサート、ジカンバ、
　ｗｗ．テンボトリオン、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｘｘ．テンボトリオン、グルホシネート、グルホシネート、
　ｙｙ．テンボトリオン、グルホシネート、ジカンバ、
　ｚｚ．テンボトリオン、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ａａａ．テンボトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｂｂｂ．テンボトリオン、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｃｃｃ．テンボトリオン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｄｄｄ．トプラメゾン、グルホシネート、
　ｅｅｅ．トプラメゾン、グリホサート、
　ｆｆｆ．トプラメゾン、グリホサート、グルホシネート、
　ｇｇｇ．トプラメゾン、グリホサート、ジカンバ、
　ｈｈｈ．トプラメゾン、グリホサート、２，４－Ｄ、
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　ｉｉｉ．トプラメゾン、グルホシネート、グルホシネート、
　ｊｊｊ．トプラメゾン、グルホシネート、ジカンバ、
　ｋｋｋ．トプラメゾン、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｌｌｌ．トプラメゾン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｍｍｍ．トプラメゾン、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｎｎｎ．トプラメゾン、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ、
　ｏｏｏ．ピラスルファトール、グルホシネート、
　ｐｐｐ．ピラスルファトール、グリホサート、
　ｑｑｑ．ピラスルファトール、グリホサート、グルホシネート、
　ｒｒｒ．ピラスルファトール、グリホサート、ジカンバ、
　ｓｓｓ．ピラスルファトール、グリホサート、２，４－Ｄ、
　ｔｔｔ．ピラスルファトール、グルホシネート、グルホシネート、
　ｕｕｕ．ピラスルファトール、グルホシネート、ジカンバ、
　ｖｖｖ．ピラスルファトール、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｗｗｗ．ピラスルファトール、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、
　ｘｘｘ．ピラスルファトール、グリホサート、グルホシネート、２，４－Ｄ、
　ｙｙｙ．ピラスルファトール、グリホサート、グルホシネート、ジカンバ、２，４－Ｄ
の組み合わせからなる群から選択される、方法。
【請求項１３】
　前記適用が、（ｉ）タンク混合適用、（ｉｉ）後の噴霧、（ｉｉｉ）プレミックス適用
からなる群から選択される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　以下のステップを含む、トランスジェニックダイズ植物の栽培方法：
ｉ）請求項４～９のいずれか一項に記載の種子を蒔くステップ；
ｉｉ）以下のクラスの殺虫剤、殺ダニ剤、殺センチュウ剤、又は軟体動物駆除剤として活
性の成分：
アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシム、ブ
トキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチオフェンカル
ブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオカルブ
、メトミル、メトールカルブ、オキサミル、ピリミカルブ、プロポキスル、チオジカルブ
、チオファノクス、トリアザマート、トリメタカルブ、ＸＭＣ、キシリルカルブ；アセフ
ェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジンホス－メチル、カズサホス、クロレ
トキシホス、クロルフェビンホス、クロルメホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メ
チル、クマホス、シアノホス、デメトン－Ｓ－メチル、ジアジノン、ジクロルボス／ＤＤ
ＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、ジスルホトン、ＥＰＮ、エチオ
ン、エトプロホス、ファムフール、ファナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホ
スチアゼート、ヘプテノホス、イミシアホス、イソフェンホス、イソプロピルＯ－（メト
キシアミノチオ－ホスホリル）サリチル酸塩、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム
、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、
オキシデメトン－メチル、パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホレート
、ホサロン、ホスメト、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホ
ス、プロペタンホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、
スルホテプ、テブピリンホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメト
ン、トリアゾホス、トリクロルホン、バミドチオン、シクロジエンオルガノクロリン、ク
ロルダン、エンドスルファン；エチプロール、フィプロニル、アクリナトリン、アレトリ
ン、ｄ－シス－トランスアレトリン、ｄ－トランスアレトリン、ビフェントリン、ビオア
レトリン、ビオアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロ
トリン、シフルトリン、β－シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、γ－シハ
ロトリン、シペルメトリン、α－シペルメトリン、β－シペルメトリン、θ－シペルメト
リン、ζ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメト
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リン、エンペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体）、エスフェンバレレート、エトフェ
ンプロクス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン
、τ－フルバリネート、ハルフェンプロクス、イミプロトリン、カデトリン、ペルメトリ
ン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）、プラレトリン、ピレトリン（ジョチュ
ウギク（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、テ
トラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体）］、トラロメトリン、トランスフルト
リン；ＤＤＴ；メトキシクロル、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、チアメトキサム；ニコチン、スピネトラ
ム、スピノサド、アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、レピメクチン、ミルベメクチ
ン、ヒドロプレン、キノプレン、メトプレン；フェノキシカルブ；ピリプロキシフェン、
クロロピクリン；フッ化スルフリル；ホウ砂；吐酒石、ピメトロジン；フロニカミド、ク
ロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、ジフロビダジン、エトキサゾール、バチルス・チュ
ーリンゲンシス亜種イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バチルス・スファエリクス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種アイザワイ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ａｉｚａｗ
ａｉ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルス・チューリン
ゲンシス亜種テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂ
ｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、ＢＴ穀物タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒ
ｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、
Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１、ジアフェンチウロン、アゾシクロチン、シヘキサチン、酸化フ
ェンブタスズ；プロパルギット、テトラジホン、クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、スルフル
ラミド、ベンスルタプ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、チオスルタップ－ナトリウム
、ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、トリフルムロン、ブプロフェジン、シロマジン、クロマフェノジド、ハ
ロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド、アミトラズ、ヒドラメチルノン；
アセキノシル；フルアクリピリム、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェ
ン、ピリダベン、テブフェンピラド、トルフェンピラド、ロテノン（デリス）、インドキ
サカルブ；メタフルミゾン、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト
、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、リン化亜鉛、シエノピラフェン
、クロラントラニリプロール、フルベンジアミド、アミドフルメト、アザジラクチン、ベ
ンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプロピレート、キノメチオナ
ート、氷晶石、シアントラニリプロール（Ｃｙａｚｙｐｙｒ）、シフルメトフェン、ジコ
フォール、ジフロビダジン、フルエンスルホン、フルフェネリム、フルフィプロール、フ
ルオピラム、フフェノジド、イミダクロチズ、イプロジオン、メペルフルトリン、ピリダ
リル、ピリフルキナゾン、テトラメチルフルトリン、ヨードメタン；バチルス・フィルム
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）をベースとする製品（限定されないが、株ＣＮＣ
Ｍ　Ｉ－１５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯ（商標）、ＢｉｏＮｅｍなど）；３－ブロモ－
Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピルエチル）カルバモイル］フ
ェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサ
ミド（国際公開第２００５／０７７９３４号パンフレットから公知である）、４－｛［（
６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（
５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットから公知である）、
４－｛［（６－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）ア
ミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４４号パンフレットか
ら公知である）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（２
－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６
４４号パンフレットから公知である）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチ
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ル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／
１１５６４４号パンフレットから公知である）、フルピラジフロン、４－｛［（６－クロ
ル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）
－オン（国際公開第２００７／１１５６４３号パンフレットから公知である）、４－｛［
（５，６－ジクロロピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラ
ン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４６号パンフレットから公知であ
る）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］－（シクロプ
ロピル）－アミノ｝－フラン－２（５Ｈ）－オン（国際公開第２００７／１１５６４３号
パンフレットから公知である）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－
（シクロプロピル）－アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第Ａ－０　
５３９　５８８号明細書から公知である）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）
－メチル］（メチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（欧州特許出願公開第Ａ－０　
５３９　５８８号明細書から公知である）、｛［１－（６－クロロピリジン－３－イル）
エチル］（メチル）オキシド－λ4－スルファニリデン｝シアンアミド（国際公開第２０
０７／１４９１３４号パンフレットから公知である）並びにそのジアステレオマー｛［（
１Ｒ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ4－ス
ルファニリデン｝シアンアミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３
－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ4－スルファニリデン｝シアンアミド（Ｂ）（
これも、国際公開第２００７／１４９１３４号パンフレットから公知である）、さらには
、スルホキサフロール及びそのジアステレオマー［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ
）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファ
ニリデン］シアンアミド（Ａ１）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［
６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファニリデン］
シアンアミド（Ａ２）（ジアステレオマーＡ群と呼ばれる）（国際公開第２０１０／０７
４７４７号パンフレット、国際公開第２０１０／０７４７５１号パンフレットから公知で
ある）、［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）
ピリジン－３－イル］エチル｝－λ4－スルファニリデン］シアンアミド（Ｂ１）及び［
（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－
３－イル］エチル｝－λ4－スルファニリデン］シアンアミド（Ｂ２）（ジアステレオマ
ーＢ群と呼ばれる）（これもまた、国際公開第２０１０／０７４７４７号パンフレット、
国際公開第２０１０／０７４７５１号パンフレットから公知である）、並びに１１－（４
－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－ア
ザジスピロ［４．２．４．２］テトラデク－１１－エン－１０－オン（国際公開第２００
６／０８９６３３号パンフレットから公知である）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジ
メチルビフェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５
］デク－３－エン－２－オン（国際公開第２００８／０６７９１１号パンフレットから公
知である）、１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオルエチ
ル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－５－アミン（国際公開第２００６／０４３６３５号パンフレットから公知であ
る）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカル
ボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチル－１１－オキソ－９
－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－
デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］－ピラノ［４，３－ｂ］クロメン－４－イル］
メチルシクロプロパンカルボキシレート（国際公開第２００８／０６６１５３号パンフレ
ットから公知である）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベ
ンゼンスルホンアミド（国際公開第２００６／０５６４３３号パンフレットから公知であ
る）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（
国際公開第２００６／１００２８８号パンフレットから公知である）、２－シアノ－３－
（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（国際公開第２００５／０
３５４８６号パンフレットから公知である）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル
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－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン１，１－ジオキシド（国際公開第
２００７／０５７４０７号パンフレットから公知である）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチ
ルフェニル）－２－（３，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３
－チアゾール－２－アミン（国際公開第２００８／１０４５０３号パンフレットから公知
である）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－エン－１－イ
ル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝
（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（国際公開第２００３／１０６４５７号パン
フレットから公知である）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－
メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デク－３－エン－２－オン（国際公開第２０
０９／０４９８５１号パンフレットから公知である）、３－（２，５－ジメチルフェニル
）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デク－３－エン－４－
イルエチル炭酸塩（国際公開第２００９／０４９８５１号パンフレットから公知である）
、４－（ブト－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－
イル）－５－フルオロピリミジン（国際公開第２００４／０９９１６０号パンフレットか
ら公知である）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，
３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（国際公開第２００５／０６３０９４号
パンフレットから公知である）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペ
ンチル）（３，３，４，４，４－ペンタフルオロ-ブチル）マロノニトリル（国際公開第
２００５／０６３０９４号パンフレットから公知である）、８－［２－（シクロプロピル
メトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－３－［６－（トリフルオロメチ
ル）－ピリダジン－３－イル］－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン（国際公開第
２００７／０４０２８０号パンフレットから公知である）、フロメトキン、ＰＦ１３６４
（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０－２）（特開２０１０－０１８５８６号
公報から公知である）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロ
メチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際公開第２００７／０７５４５９号
パンフレットから公知である）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（
トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（国際公開第２００７／０
７５４５９号パンフレットから公知である）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）
－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］
－２－メチル－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］
－エチル｝ベンズアミド（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知で
ある）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－（シクロプロピル）アミ
ノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－
イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）－アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（
５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（エチル）アミノ｝
－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル
）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（すべて、
国際公開第２０１０／００５６９２号パンフレットから公知である）、ＮＮＩ－０７１１
（国際公開第２００２／０９６８８２号パンフレットから公知である）、１－アセチル－
Ｎ－［４－（１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシプロパン－２－イ
ル）－３－イソブチルフェニル］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド（国際公開第２００２／０９６８８２号パンフレットから公知
である）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベンゾ
イル］－２－メチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号
パンフレットから公知である）、メチル２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロ
ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シア
ノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２０



(17) JP 2020-54343 A5 2020.8.13

０５／０８５２１６号パンフレットから公知である）、メチル２－［２－（｛［３－ブロ
モ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル
｝－アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボキシ
レート（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレットから公知である）、
メチル２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２
－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－ベンゾイル］－１，２
－ジエチルヒドラジンカルボキシレート（国際公開第２００５／０８５２１６号パンフレ
ットから公知である）、メチル２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（
３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）
ベンゾイル］－２－エチルヒドラジン－カルボキシレート（国際公開第２００５／０８５
２１６号パンフレットから公知である）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）－１－（
６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－７－メチ
ル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（国際公開第２００７
／１０１３６９号パンフレットから公知である）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４
－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－
（３－クロロ－ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（中国特
許第１０２０５７９２５号明細書から公知である）、並びにメチル２－［３，５－ジブロ
モ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール
－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル－１－メチルヒドラジンカ
ルボキシレート（国際公開第２０１１／０４９２３３号パンフレットから公知である）
から選択される農薬を適用するステップ；並びに
ｉｉｉ）以下：
アルジモルフ、アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール
、ジクロブトラゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ド
デモルフ、酢酸ドデモルフ、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェナリモール、フ
ェンブコナゾール、フェンヘキサミド、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フルキ
ンコナゾール、フルルプリミドール、フルシラゾール、フルトリアフォール、フルコナゾ
ール、フルコナゾール－シス、ヘキサコナゾール、イマザリル、硫酸イマザリル、イミベ
ンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ナフチフィン、ヌア
リモール、オキスポコナゾール、パクロブトラゾール、ペフラゾエート、ペンコナゾール
、ピペラリン、プロクロラズ、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、ピリブチカルブ
、ピリフェノクス、キンコナゾール、シメコナゾール、スピロキサミン、テブコナゾール
、テルビナフィン、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリデモル
フ、トリフルミゾール、トリホリン、トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウニコナゾー
ル－ｐ、ビニコナゾール、ボリコナゾール、１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イル）シクロへプタノール、メチル１－（２，２－ジメ
チル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カル
ボキシレート、Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチ
ルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（
トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、Ｏ－［１－（４－メト
キシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］１Ｈ－イミダゾール－１－カル
ボチオエート、ビキサフェン、ボスカリド、カルボキシン、ジフルメトリム、フェンフラ
ム、フルピラム、フルトラニル、フルキサピロキサド、フラメトピル、フルメシクロクス
、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマーラセミ体１ＲＳ、４ＳＲ、９ＲＳ及び抗エピマーラセ
ミ体１ＲＳ、４ＳＲ、９ＳＲの混合物）、イソピラザム（抗エピマーラセミ体１ＲＳ、４
ＳＲ、９ＳＲ）、イソピラザム（抗エピマー鏡像体１Ｒ、４Ｓ、９Ｓ）、イソピラザム（
抗エピマー鏡像体１Ｓ、４Ｒ、９Ｒ）、イソピラザム（ｓｙｎエピマーラセミ体１ＲＳ、
４ＳＲ、９ＲＳ）、イソピラザム（ｓｙｎ－エピマー鏡像体１Ｒ、４Ｓ，９Ｒ）、イソピ
ラザム（ｓｙｎ－エピマー鏡像体１Ｓ、４Ｒ、９Ｓ）、メプロニル、オキシカルボキシン
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、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、チフルザミド、１－メチル－Ｎ－［２
－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－
Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１
，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプ
ロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリ
フルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－ア
ミン、Ｎ－［９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタ
ノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３
，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル
）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－
（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５
－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、アメトクラジン、アミスルブロム、アゾキシストロビン、シアゾファミド、
クメトキシストロビン、クモキシストロビン、ジモキシストロビン、エネストロブリン、
ファモキサドン、フェナミドン、フェノキシストロビン、フルオキサストロビン、クレソ
キシム－メチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラク
ロストロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ピリベンカルブ、トリクロ
ピリカルブ、トリフロキシストロビン、（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２
－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－
（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］
エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド、（２Ｅ）－２－（メト
キシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル
）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２
－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェニルエテニル］オ
キシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイ
ミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－
（２，６－ジクロロフェニル）ブト－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル
］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、２－クロロ－Ｎ－（
１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３
－カルボキサミド、５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３
－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）
－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－オン、メチル（２Ｅ）－２
－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニ
ル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロプ－２－エノエート、Ｎ－（３－エチル－３
，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベン
ズアミド、２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
キシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ
）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、ベノミル、カルベンダ
ジム、クロルフェナゾール、ジエトフェンカルブ、エタボキサム、フルオピコリド、フベ
リダゾール、ペンシクロン、チアベンダゾール、チオファネートメチル、チオファネート
、ゾキサミド、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，
６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、３－
クロロ－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリ
フルオロフェニル）ピリダジン、ボルドー液、キャプタホール、キャプタン、クロロタロ
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ニル、
水酸化銅、ナフテン酸銅、酸化第一銅、塩基性塩化銅、硫酸銅（ＩＩ）、ジクロフルアニ
ド、ジチアノン、ドジン、ドジンフリーベース、フェルバム、フルオロフォルペット、
フォルペット、グアザチン、酢酸グアザチン、イミノクタジン、イミノクタジンアルベシ
ル酸塩、イミノクタジン三酢酸塩、マンカッパー、マンコゼブ、マネブ、メチラム、メチ
ラム亜鉛、オキシン銅、プロパミジン、プロピネブ、イオウ、多硫化カルシウムを含むイ
オウ製剤、チラム、トリルフルアニド、ジネブ、ジラム、アシベンゾラルＳメチル、イソ
チアニル、プロベナゾール、チアジニル、アンドプリム、ブラスチシジン－Ｓ、シプロジ
ニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水和物、メパニピリム、ピリメタニル、３
－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１
－イル）キノリン、酢酸フェンチン、塩化フェンチン、水酸化フェンチン、シルチオファ
ム、ベンチアバリカルブ、ジメトモルフ、フルモルフ、イプロバリカルブ、マンジプロパ
ミド、ポリオキシン、ポリオキソリム、バリダマイシンＡ、バリフェナレート、ビフェニ
ル、クロロネブ、ジクロラン、エジフェンホス、エトリジアゾール、ヨードカルブ、イプ
ロベンホス、イソプロチオラン、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、プロチオカル
ブ、ピラゾホス、キントゼン、テクナゼントルクロホス－メチル、カルプロパミド、ジク
ロシメト、フェノキサニル、フタリド、ピロキロン、トリシクラゾール、２，２，２－ト
リフルオロエチル｛３－メチル－１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－
イル｝カルバメート、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）、ブピリメート
、クロジラコン、ジメチリモール、エチリモール、フララキシル、ヒメキサゾール、メタ
ラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オフラセ、オキサジキシル、オキソリ
ン酸、クロゾリネート、フェンピクロニル、フルジオキソニル、イプロジオン、プロシミ
ドン、キノキシフェン、ビンクロゾリル、ビナパクリル、ジノカップ、フェリムゾン、フ
ルアジナム、メプチルジノカップ、ベンチアゾール、ベトキサジン、カプシマイシン、カ
ルボン、チノメチオナト、ピリオフェノン（クラザフェノン）、クフラネブ、シフルフェ
ナミド、シモキサニル、シプロスルファミド、ダゾメト、デバカルブ、ジクロロフェン、
ジクロメジン、ジフェンゾコート、メチル硫酸ジフェンゾコート、ジフェニルアミン、エ
コメート、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオロイミド、フルスルファミド、フル
チアニル、ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセチル－ナトリウム、ヘ
キサクロロベンゼン、イルママイシン、メタスルホカルブ、メチルイソチオシアネート、
メトラフェノン、ミルジオマイシン、ナタマイシン、ニッケルジメチルジチオカルバメー
ト、ニトロタール－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ、オキシフェンチン、
ペンタクロロフェノール及びその塩、フェノトリン、リン酸及びその塩、プロパモカルブ
－ホセチレート、プロパノシン－ナトリウム、プロキナジド、ピリモルフ、（２Ｅ）－３
－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（
モルホリン－４－イル）プロプ－２－エン－１－オン、（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イ
ル）プロプ－２－エン－１－オン、ピロールニトリン、テブフロキン、テクロフタラム、
トルニファニド、トリアゾキシド、トリクラミド、ザリラミド、（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８
Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキ
シピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５
－ジオキソナン－７－イル２－メチルプロパノエート、１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５
－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－
［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、
１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－
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２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノ
ン、１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル１Ｈ－イミダ
ゾール－１－カルボキシレート、２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニ
ル）ピリジン、２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３
Ｈ）－オン、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６
－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、２－［５－メチル－３
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ
）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チ
アゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－
フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール
－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリ
ジン－１－イル｝エタノン、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン
－４－オン、２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシ
フェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、２－フェニルフェ
ノール及びその塩、３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒ
ドロイソキノリン－１－イル）キノリン、３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジ
カルボニトリル、３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキ
サゾリジン－３－イル］ピリジン、３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２
，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、４－（４－クロロフェニル）－５
－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、５－アミノ－１，３
，４－チアジアゾール－２－チオール、５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロプ－
２－イン－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、５－フルオロ－２－［（４
－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－フルオロ－２－［（４－メ
チルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、５－メチル－６－オクチル［１，２，
４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、エチル（２Ｚ）－３－アミノ－
２－シアノ－３－フェニルプロプ－２－エノエート、Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロ
ベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェ
ニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－（４－クロロベンジル）－３
－［３－メトキシ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミ
ド、Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プ
ロプ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（５－ブロモ－３
－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミ
ド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジク
ロロ-ピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－
２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、
Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－
２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ－｛（Ｚ）－［
（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオ
ロ-フェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、Ｎ’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチ
ルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛
［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝
ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）
－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－
３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４
－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１
，３－チアゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－
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（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イ
ル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３
－チアゾール－４－カルボキサミド、ペンチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テト
ラゾール－５－イル）（フェニル）メチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２
－イル｝カルバメート、フェナジン－１－カルボン酸、キノリン－８－オル、キノリン－
８－オル硫酸塩（２：１）、ｔｅｒｔ－ブチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テト
ラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－
イル｝カルバメート、１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフ
ルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－
（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル
）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニ
ル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２’，５’－ジフルオ
ロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（プロ
プ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロプ－１－イン－１－イル）
ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［
４’－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキ
サミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－
１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（
ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－５
－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－
Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、２－クロ
ロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］ピリジン－３－カルボキサミド、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’
－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキ
サミド、５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１－イン－１
－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１－イン－１－
イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル
）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－
［４’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４
’－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピ
リジン－３－カルボキサミド、（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－
イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、Ｎ－［２－（４－
｛［３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシ
フェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド、４－オキソ－４－［（
２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、ブト－３－イン－１－イル｛６－［（｛［（Ｚ
）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オ
キシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート
から選択される殺菌剤を適用するステップ。
【請求項１５】
　ダイズ製品の生産における請求項４～９のいずれか一項に記載の種子の使用。
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【請求項１６】
　前記ダイズ製品が、ミール、粉、フレーク、又は油である、請求項１５に記載の使用。
【請求項１７】
　ミールである、請求項１５又は１６に記載のダイズ製品。
【請求項１８】
　ＨＰＰＤ阻害剤及びグルホシネートの両方に対して抵抗性のトランスジェニックダイズ
植物を作製する方法であって、ダイズ植物のゲノムにバイナリーベクターを導入すること
を含み、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　　前記植物にグルホシネートに対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、
　前記作製されたトランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及びグルホシネ
ートに対する抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２
２６の除草剤耐性特徴を含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、
　（ａ）配列番号１０のポリヌクレオチドを含む第１トランスジェニックダイズ植物を、
前記除草剤耐性の表現型を欠いている第２ダイズ植物と交配させるステップ；及び
　（ｂ）配列番号１０のポリヌクレオチドを含み、かつ、前記ＨＰＰＤ阻害剤及びグルホ
シネートの両方に対して抵抗性である、少なくとも１つの第１子孫植物を選択するステッ
プを含み、
　配列番号１０のポリヌクレオチドが、配列番号９のポリヌクレオチドを含む、方法。
【請求項２０】
　（ｃ）前記第１子孫植物を自殖させることにより、第２世代の子孫植物を作製するステ
ップ；及び
　（ｄ）配列番号１０のポリヌクレオチドについて同型接合である少なくとも１つの植物
を選択するステップ
をさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ダイズ製品を生産する方法であって、以下：
　（ａ）請求項１に記載のトランスジェニックダイズ植物又は植物部分を取得するステッ
プ；及び
　（ｂ）前記トランスジェニックダイズ植物又はその部分からダイズ製品を生産するステ
ップ
を含む、方法。
【請求項２２】
　前記製品が、ミール、粉、フレーク、蛋白質分離物又は油である、請求項２１に記載の
方法。
【請求項２３】
　ダイズ植物及び雑草を含む場所で雑草を抑制する方法であって、
　前記ダイズ植物が、バイナリーベクターで形質転換されているトランスジェニックダイ
ズ植物であり、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　前記植物に別の除草剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプチド（
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ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、
　前記方法が、前記ポリペプチド（ｉ）及び（ｉｉ）に対応する少なくとも２種の除草剤
を含む、雑草抑制量の除草剤組成物を前記場所に適用することを含み、かつ
　前記トランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及び前記別の除草剤に対す
る抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６の除草
剤耐性特徴を含む、方法。
【請求項２４】
　前記ＨＰＰＤ阻害剤が、ビシクロピロン、メソトリオン、スルコトリオン、トプラメゾ
ン、テンボトリオン、ピロスルファトール及びイソキサフルトールからなる群から選択さ
れる、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記トランスジェニックダイズ植物が、１種以上の除草剤、昆虫、真菌、細菌及び／若
しくはウイルス感染に対する抵抗性又は耐性を植物に賦与することができるポリペプチド
をコードする１つ以上の付加領域をさらに含む、請求項２３又は２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ポリペプチド（ｉｉ）が、以下：グリホサート耐性５－エノール－ピルビルシキミ
酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）、グリホサートＮ－アセチルトランスフェラー
ゼ（ＧＡＴ）、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）、シトクロム
Ｐ４５０、グルタチオンＳ－トランスフェラーゼ（ＧＳＴ）、除草剤耐性アセチル－ＣＯ
Ａ－カルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）、除草剤耐性アセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）、
除草剤耐性プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ（ＰＰＧＯ）、ブロモキシニルニトリ
ラーゼ、除草剤耐性フィトエンデサチュラーゼ、アリールオキシアルカノエートジオキシ
ゲナーゼ、及びジカンバ分解酵素からなる群から選択される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記除草剤組成物が、１種以上の別の農薬をさらに含む、請求項２３～２６のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記１種以上の別の農薬が、殺菌剤、殺センチュウ剤、殺虫剤、及び除草剤からなる群
から選択される、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記１種以上の別の農薬が、以下：グリホサート、グルホシネート、ホメサフェン、サ
フルフェナシル、ラクトフェン、アシフルオルフェン、カルフェントラゾン－エチル、フ
ルチアセト、オキシフルオルフェン、フルミクロラク、スルフェントラゾン、フルミオキ
サジン、メトラクロル、Ｓ－メトラクロル、アセトクロル、アラクロル、ピロキサスルホ
ン、フルフェナセト、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ブロキシニル、ベンタゾン、メ
トリブジン、アトラジン、テルブチラジン、ジウロン、リヌロン、アメトリン、フルアジ
ホプ、クレトジム、フェノキサプロプ、ハロキシホプ、キザロホプ、ベンスルフロン、ニ
コスルフロン、リムスルフロン、プリミスルフロン、チフェンスルフロン、フォラムスル
フロン、クロルスルフロン、ハロスルフロン、イマザキン、イマザピック、イマザピル、
イマゼタピル、イマザモクス、ヨードスルフロン、メトスルフロン、メソスルフロン、ス
ルホスルフロン、トリフロキシスルフロン、トリベヌロンメチル、チアゾピル、テブチウ
ロン、ジクロスラム、クロランスラム－メチル、フルカルバゾン、フルメトスラム、アミ
カルバゾン、チエンカルバゾン、クロリムロン－エチル、ジカンバ、２，４－Ｄ、２，４
－ＤＢ、フルオキシピル、ジフルフェンゾピル、チルクロピル、ピクロラム、キンクロラ
ク、クロピラリド、及びアミノピラリド；又はこれらの農芸化学的に許容される塩からな
る群から選択される、除草剤である、請求項２７又は２８に記載の方法。
【請求項３０】
　以下：
ａ）請求項３～９のいずれか一項に記載の種子からトランスジェニックダイズ植物を栽培
するステップであり、この栽培ステップは、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の方
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法を用いた雑草管理を含み；
ｂ）前記ダイズ植物からダイズを回収するステップ；及び
ｃ）ダイズ油を抽出することにより、ダイズ油及びダイズミールを取得するステップ
を含む、ダイズミール及びダイズ油の製造方法。
【請求項３１】
　ダイズ油を抽出する前に、以下：
　（ｉ）前記回収したダイズを加熱して、その水分を減少させるステップ；
　（ｉｉ）前記回収したダイズを粉砕して、その鞘部を除去するステップ；及び
　（ｉｉｉ）ダイズを小さなフレークにプレスするステップ
の少なくとも１つを実施する、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ダイズ油を抽出するステップが、溶媒を使用して実施される、請求項３０又は３１
に記載の方法。
【請求項３３】
　バイナリーベクターで形質転換されているトランスジェニックダイズ植物に、成長促進
量のＨＰＰＤ阻害剤を適用することによって、雑草圧力から独立して収量を改善すること
を含む、植物収量の改善方法であって、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　　前記植物に別の除草剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプチド
（ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、かつ
　前記トランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及び前記別の除草剤に対す
る抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６の除草
剤耐性特徴を含む、方法。
【請求項３４】
　前記ＨＰＰＤ阻害剤が、メソトリオンである、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記トランスジェニックダイズ植物に、成長促進量のＨＰＰＤ阻害剤を適用するステッ
プが、前記植物の栄養成長期の間に実施される、請求項３３又は３４に記載の方法。
【請求項３６】
　バイナリーベクターで形質転換されているトランスジェニックダイズ植物に、成長促進
量のＨＰＰＤ阻害剤を適用することによって、雑草圧力から独立して収量を改善すること
により、植物収量を改善するためのメソトリオンの使用であって、
　前記バイナリーベクターが配列番号９のポリヌクレオチドを含み、
　前記配列番号９のポリヌクレオチドが、
　　前記植物にＨＰＰＤ阻害剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプ
チド（ｉ）をコードするポリヌクレオチド、及び
　　前記植物に別の除草剤に対する抵抗性又は耐性を賦与することができるポリペプチド
（ｉｉ）をコードするポリヌクレオチドを含み、かつ
　前記トランスジェニックダイズ植物が、前記ＨＰＰＤ阻害剤及び前記別の除草剤に対す
る抵抗性又は耐性を有し、かつ、ＡＴＣＣアクセッション番号ＰＴＡ－１１２２６の除草
剤耐性特徴を含む、使用。
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